
ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

非
行
防
止
・
健
全
育
成
標
語
　
入
賞
作
品
決
定

仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会

1月15日
仙北市

　

昨
年
11
月
25
日
、
明
治
記
念

館
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た

全
国
暴
力
追
放
運
動
中
央
大
会

で
、
武
藤
松
雄
さ
ん
（
西
木
町
）

に
警
察
庁
長
官
賞
（
銀
賞
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

武
藤
さ
ん
は
仙
北
地
区
暴
力

追
放
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

る
な
ど
、
永
年
の
暴
力
追
放
活

動
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
栄

え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

大
き
な
気
合
い
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

実
戦
空
手
道
武
心
会
寒
稽
古

1月11日
角館地区

武
藤
松
雄
さ
ん
に
警
察
庁
長
官
賞

暴
力
団
排
除
活
動
の
功
績
実
り
表
彰

11月25日
東京都

優
良
交
通
安
全
協
会
と
し
て
全
国
表
彰

仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会

1月16日
東京都

　

１
月
16
日
、
日
比
谷
公
会
堂

（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
た
第
55
回

交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

で
、
仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会

（
稲
田
修
会
長
）
が
優
良
交
通
安

全
協
会
と
し
て
全
国
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
前
身
「
角
館
地
区

交
通
安
全
協
会
」
が
昭
和
25
年

に
設
立
さ
れ
て
以
来
永
き
に
わ

た
る
、交
通
安
全
運
動
へ
の
様
々

な
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
守
り
、
育
て
る
」
仙
北
市
の
景
観
を
考
え
る

仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

1月17日
角館樺細工伝承館

　

１
月
17
日
、「
未
来
に
残
し
た
い
仙
北
の
景

観
～
み
ん
な
で
守
り
・
育
て
る
景
観
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
現
在
策
定
中

の
仙
北
市
景
観
計
画
素
案
の
説
明
の
ほ
か
、

弘
前
大
学
教
育
学
部
北
原
啓
司
教
授
の
基
調

講
演
や
景
観
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
仙
北
市
の
景
観
の

魅
力
を
、
皆
さ
ん
が
改
め
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
景
観
を
お
い
し
く
食
べ
る
『
ま
ち
育
て
』
の
ス
ス
メ
」

と
題
し
た
北
原
啓
司
教
授
の
基
調
講
演
。

冷たい川の水に負けず、気合いのこもった稽古が続きました。

報告に訪れた稲田修会長（右）と布谷毅久雄事務長
（左）は、さらに活動を充実させたいと話しました。

警察庁長官賞の栄誉を受けた武藤松雄さん。

　

１
月
11
日
、
実
戦
空
手
道
武
心
会
角
館
本

部
道
場
の
寒
稽
古
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

空
手
着
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
、
神
明

社
を
目
指
し
町
内
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
境
内

で
奉
納
稽
古
と
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
桧
木
内
川
へ
移
動
し
た
一
同
は

桧
木
内
川
に
入
り
、
身
を
切
る
よ
う
な
水
の

冷
た
さ
に
耐
え
、
基
本
稽
古
や
型
を
繰
り
返

し
行
い
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
気
合

い
を
込
め
な
が
ら
、
心
と
体
を
鍛
え
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
か
け
声
を
河
川
敷
に
響
か
せ
、
水

し
ぶ
き
を
上
げ
て
稽
古
を
行
う
参
加
者
に
、

見
守
る
関
係
者
や
保
護
者
か
ら
も
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
芸
術
文
化
章
を
決
定

第
９
回
仙
北
市
芸
術
文
化
章
授
章
式

1月18日
たざわこ芸術村　

仙
北
市
芸
術
文
化
協
会（
元
野
英
雄
会
長
）

は
、
平
成
26
年
度
の
芸
術
文
化
章
を
３
人
に

贈
る
こ
と
を
決
定
し
、
１
月
18
日
、
授
章
式

を
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
で
行
い
ま
し
た
。

　

授
章
式
に
は
芸
文
協
会
員
の
ほ
か
、
関
係

者
が
多
数
出
席
し
、
地
域
文
化
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

【
芸
術
文
化
章
】

郷
土
史
・
民
俗
芸
能　

草
彅
俊
一
氏
（
田
沢

湖
）

謡
曲　

尾
形
幸
一
氏
（
角
館
町
）

地
域
・
舞
踊　

中
野
キ
ワ
氏
（
西
木
町
）

芸術文化章を受章した（左から）尾形幸一氏、中野キワ
氏、草彅俊一氏。

　

仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会
（
荒
木

和
子
会
長
）
が
、
非
行
防
止
や
健
全
育
成
、

子
ど
も
の
安
全
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
市
内
各
学
校
を
対
象
に
募
集
し
て
い

た
「
非
行
防
止
・
健
全
育
成
標
語
」
の
入
賞

作
品
が
、
こ
の
度
、
応
募
総
数
６
０
０
点
の

中
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
・
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

《
小
学
校
の
部
》

優
秀
賞　

千
葉
怜
奈
（
西
明
寺
小
６
年
）

『
そ
の
サ
イ
ト　

む
や
み
な
ク
リ
ッ
ク　

危

険
が
せ
ま
る
』

優
良
賞　

▼
鈴
木
さ
ら
（
角
館
小
４
年
）
▼

佐
藤
明
日
香
（
白
岩
小
４
年
）
▼
高
橋
匠
一

（
中
川
小
６
年
）
▼
樋
口
芽
衣
美
（
生
保
内

小
６
年
）
▼
佐
藤
朋
楓
（
神
代
小
４
年
）
▼

及
川
貴
博
（
桧
木
内
小
６
年
）

《
中
学
校
の
部
》

優
秀
賞　

藤
原
舞
（
角
館
中
１
年
）

『
ち
ょ
っ
と
待
て
！　

押
し
て
も
い
い
の

か
？　

そ
の
ボ
タ
ン
』

優
良
賞　

▼
能
味
淑
人
（
生
保
内
中
２
年
）

▼
千
葉
悠
也
（
神
代
中
２
年
）
▼
田
中
野
々

花
（
西
明
寺
１
年
）
▼
浅
利
有
紀
乃
（
桧
木

内
中
２
年
）

仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Jr.
活
躍

第
19
回
全
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

1月18日
美郷町　

１
月
18
日
、
美
郷
町
総
合
体
育
館
リ
リ
オ

ス
で
、
第
19
回
全
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
出
場
し
た
仙
北
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Jr.
か
ら
、
４
人
が
優
勝
を
含

め
上
位
入
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
者
〈
敬
称
略
〉

▼
５
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝  

三
浦 

悠

（
生
保
内
小
）
▼
２
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位　

武
藤
佳
輝
（
桧
木
内
小
）
▼
２
年
女

子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位　

加
藤
紗
菜
（
生
保

内
小
）
▼
１
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝　

三
浦
剛
貴
（
生
保
内
小
）

入賞した（写真左から）三浦悠さん、三浦剛貴さん、
加藤紗菜さん、武藤佳輝さん。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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